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大教センター長に就任して
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　クイズを一つ。中心に存在しているために、それだけ自分自身から見えにくいものはな一に？　正解は、顔の真

ん中についている鼻と大教センター。大教センターは総合教育研究棟の中にあり、事務局の学務部と接している。

いわば新潟大学の教育活動の中枢を占めているのである（もっとも、総合教育研究棟の中では、左右反対ではある

が、盲腸みたいな位置にあるのだが）。ところがその実像は意外と知られていないのではないだろうか。となると、

実際に教育活動を担う学部にとって、この鼻の存在意義とはなんだろうか？

　勿論、鼻が独立して何かをしでかすということはあるまい。ましてや、鼻が正装して学部より上の立場から命令

を下すなどということは断じてない。誰が何と言おうとも、こうした出来事は世の中にはあり得ない。

　その一方で、「鼻が利く」という表現がある。世間の動きに対して敏感であることが求められている。寒風にさ

らされて色が赤くなり、他者に対して問接的に体調を告げ知らせるのも鼻の役割かもしれない。そして、あるス

ポーッでは「鼻の差」で勝利を収めることもある。熾烈な大学間競争において、鼻が果たすべき役割は存外大きい

のかもしれない。

　ところが、厄介なことに、鼻があまりに肥大化してしまうと、それは、もう醜さの印となってしまう（そんな文

学作品の主人公もいたはずだ）。目立ちすぎはいけない。鼻の振る舞い方はなかなか難しい。

　就任後、1年も経ってから、こうしたことがやっと書けるというのは、世間の時の流れからするとあまりに遅い。

年1回発行のこの年報、研究論文の発表媒体としての意義は未だあるのだろうが、それでも、今後、このあり方は

変えていく必要があるかもしれない。そして、そもそも、センターの役割も必然的に変わらざるを得ないだろう。

　この1年、センターの中心的な課題は、概算要求事業「大学教員の教育的コンピテンシー開発支援事業」であっ

た。この事業のために、WEBサイトを構築し、　FD協議会と協力する形で「基本的教育力の基準枠組み」を作って

いく中で、センターの新しいあり方が見えてきた気がする。それまでのセンターは、「開発研究センター」という

名称が示すように、大学教育に関する研究や、広義の教材開発といったことが、その活動の中心であったと思う。

けれでも、その中で蓄積されてきたものをより広めていくためには、大学運営活動にも関わる必要がありそうだ。

もちろん、センター単独でそうしたことができる訳もない。全学教育機構と手を携えて、そして、何よりも実際に

教育活動を担っている各部局と密接な連絡を取りながら活動を進めていかなければならないだろう。

　センターとして、ことさらに目立とうとは思わない。しかし、鼻にしかできないこともあるという心意気を持っ

て、残りの任期を務める所存である。
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